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京都府長岡京市
●●● ●●●●●●●

長三小校区すくすく教室 長岡第三小学校

・平成 19年度から「京のまなび教室推進事業」として活動を開始している。
・�組織、運営については、地域在住の幅広い関係者の協力を得て、効果的な運営が行われており、学校との連携・協働
も円滑である。さらに、地域の各種関係機関と連携・協働し活動範囲を広げている。
・�活動においては、校区コーディネーターが地域の実情や子供の実態に応じた各種活動を計画立案するとともに、多く
のボランティアを集め、創意ある活動を展開している。
・�コーディネーターを中心とした組織体制を整備し、運営している。また、本活動が地域社会の絆を強める取組となっ
ており、地域の教育力の向上にもつながっている。
・�学習活動や体験活動が多様で児童の興味関心を高めるものとなっており、ボランティアや数多くの団体が活動に関わっ
ている。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
・そろばん教室、英語教室、茶道教室等の他、筍掘り、しめ縄づくり、茶摘みから製茶など地域の高齢者等の協力を得て多様な教室
を実施している。
・	長岡第二中学校生徒による吹奏楽、バスケットボール、ラグビーの「体験指導」を受けるなど、地域内で小・中学校の連携・協働に
努めている。
・校区内の農業生産者に協力を得て、花菜、茄子など季節の野菜の収穫を体験している。また、しめ縄づくり用の「わら」のため、
特別にもち米を作っていただくなど年間を通して協力体制ができている。
・小学校のＨＰで活動内容や活動報告を行い、また体験で作成した作品等を小学校内に掲示する等の協力を得ている。

【実施に当たっての工夫】
・月に１度コーディネーターを中心とした運営会議を開催し、季節に応じた多彩な学習ができるよう協議するとともに、児童の様子
を交流している。
・PTA会員や地域自治会の役員が教室の運営スタッフとして参加し、活動に対する協力体制が強い。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

・	児童とボランティアの関係が良好であり、多くの地域住民や保護者が活動に参加しているため、児童が地域と学校を結ぶ架け橋になっ
ている。また、地域住民の交流や地域の教育力向上の一助にもなっている。
・子供の大切な課外活動の場として、保護者や児童の中で認知されており、毎回の教室に多くの児童が参加している。

こんな
活動です 地域人材を活用した魅力ある実践に向けて
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活動例（茶摘み、英会話、そろばん等）
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長岡第三小学校HPにて活動紹介の様子
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学校支援
活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
1 人 1 人 80 人 56 日 19 年度 有 有 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
教室、体育館、運動場、図書館、パソコンルーム、地域の農園等 有 一体型

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数




